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３．研究実施期間：平成 28～30年度 

４．研究の趣旨・概要 

本研究では少量試料に対応した残留性有機汚染物質（POPs）の迅速一斉分析法を 

確立し、各種 POPsの曝露起源を解明することを目的とする。 

方法として、①ガスクロマトグラフ-質量分析計と自動前処理装置を組み合わせ、血

清中 POPs の自動分析法を確立する。②POPs 濃度と母子より得られた質問票データの

関係を解析し、曝露に関わる因子の特定を試みる。 

少量血清サンプル中の POPs自動一斉分析は、わずかな試料の有効活用に繋がるだけ

でなく、将来的な分析コスト削減および多量の検体測定を成し遂げる上で不可欠な技

術である。また、測定データと質問票のデータを組み合わせることで POPs曝露起源の

解明に貢献できると考える。 

５．研究項目及び実施体制 

 血中 POPsの迅速一斉分析法を用いたヒトへの曝露起源解析 



 

 

６．研究のイメージ 

 


